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　いきびん、Rびん、またはリユースび
んが、ビールびんや一升びん、牛乳び
んのこととすぐにピンとくる読者の方
は、中々の「エコ通」。ところが、過去
100年にわたって容器の優等生といわ
れた、このびん容器が今まさに絶滅危惧
種（レッドリスト）に認定されそうになっ
ています。びんリユースのシステムを維
持することが難しくなっているのです
（図1）。二十数年びんリユースに係わっ
た者として、この問題と現状をご説明い
たします。

　びんリユースの、いま

　ガラスびんの生産量は、いま容器生産
量全体の約1割を切っていて、2000年
以降ずっと右肩下がりの傾向が続いてい
ます。容器の中ではPETボトルが約3割
強と一番多く、次にアルミ缶が3割弱で
2種の容器で容器全体の6割近くを占め
ています。こうした状況の中で現在びん
リユース(再使用)率は、全容器の4%程
度しか占めておらず、絶滅危惧種と言わ
れる所以です。(それでも30億本はある)
びんの生産量の低下に比例して、リユー
ス率も下がっているのです。

　ガラスびん容器のニーズは高い、
　問題はリユースシステム
　ガラスびんは環境容器としての「社会
的価値・評価」を得て、歴史的にもずっ
と使用されてきた容器です。びん容器の

使用の減少は、びんそのものの価値・評
価が下がったことと、リユースの価値・
評価が下がったことの2つが考えられま
すが、前者の評価・価値は依然と飲料等
の事業では高く人気もあり、店頭に高級
品としても陳列されているので、後者の
リユースの価値・評価が問題であるとい
えます。2000年の容器包装リサイクル
法施行時にリユース対応策を講じなかっ
たことが最大の低下の要因ですが、これ
からの対策としてびんリユースを進める
ためには、これまでの業界の自主的な取
り組みから、、国・自治体、消費者・市民な
どで連携し共有する、新しいびんリユー
ス制度の構築を目指すことが大事です。
　当協議会では、びんリユース推進に向
けてさまざまな関係者と連携し、一つの
柱として、各地域で進められるびんリ
ユース普及に向けた取り組みの支援も
行っています。

レッドリストを救え！
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図1　循環するガラスびんの流れ,現在のリユースびんのフロー
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†「LCA手法による容器間比較報告書」＜改訂版＞（2001（平成 13）年 8月容器比較研究会（事務局：東京大学安井至研究室））

問い合わせ：（株）まちUPいけだ

レッドリストを救え！


